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1.6 キイE]ショウジョウバエの DDT 抵抗性の集団退伝学的研究 (I) 大島長造 (大阪

大II'.･理学拓 也物学教室)29.7.31受理

ショウジョサバェ DDT の箕抗性と非抵抗性の=系統の混合集団の姓抗性は急に上昇し保

持された｡ この現象は抵抗性系統が非丘抗性系統よりも生活力が強いことによるのかもし

れないが,成虫の理抗性は辞ⅠⅠ許ⅠⅠⅠ染 色体上の優性温位子が閃搾するいわゆる poly一

genicな形質<あるということからも考えられた｡ /

I.緒 官

近年 DDT やその他の殺虫剤に対して抵抗性のあ

るイエ,.'ェの災団がイ●タt)ヤ,北スエーデy及びアメ

1)七等の敷地-jJ'にLu現 したことを契機として布告昆虫

の防除とその殺虫剤の研究が多くの学者によって研究

されるようになった｡

宍快室内でイエ′,'ェの袋田に DDT を散布して在

代生き残った個体を飼育するとい うような方法で十数

代にわたり淘汰を訳ねると箸 しく抵抗性のある岱田が

得られたが,その後 DDT の敬雅をやめてなお飼育

を続けると･その1JS団の抵抗性は依然として保持される

場合 と著 しく減少する場合とが職JJ.iされている(6日SJ

後者の場合には恐らく抵抗性をあらわす芯†云子型と非

抵抗比をあらわす退広子型がこの1JS田中に況っていて

DDTのない現矧こ対 して役者が前者よt)抗い適応を

元したと説明せられた(4J｡そこでショウジョウ,.'ェにお

いても DDT 拭抗性と適応の関係を分析するために,

既に大王乱 掘本両氏によって DDT 抵抗性をあらわ

す退店子分析の行われた系統0日10日ll)をmいて実験

を行った｡

先ず強い l)DT 抵抗性をもつ系統と非抵抗性の系

統との混合JJS団を作り約10ICにわたりDDTに接朋さ

せずに飼育 し希代毎にそれらfl…団から的川した-･T-の

FJの Dl)T拭抗牡をジl促 した (穴駅1)的刀王からiJミ
団のもつ抵抗性が,JrJlI'Sに反 して非や別こJJiく上LIT･すると

考えられたので,.さらにそのh'(関を考?.A与する目的をも

って拭抗性をあらわす迫伝-T･の分析 (災験2)を行っ

た ､

この研究を進める問,獅助雷をAuった譜川秀刀教授

と終始援助された小川久iRll･,約水節:T･TLq班,又材料

の提供とujJ冒をして下さった大坑昌弘,城本増久両氏

にIF.く,A.iq訓の志を宗1･る,,なお当研究には文部省料学

研兜和の一部を脚 Jした｡

1Ⅰ.実験 1の材料とその方法

キイpショウジョウバェの抵抗性系統としては福岡

系統を用いた｡この系統は1951年秋に日本各地で採集

された野生系統中で最も強い DDT 祇抗性を示した

もので大礼 抜本両氏の遺†云子分析の結果抵抗性に影

野を与える虫嬰退伝子は窮Ⅰ染 色体の66.0附近に存

在する磁性迫伝子であることが明かにされたのである0

-万非祇抗性系統としてはCanton-S系統を朋いたo

f3j;1図に71-:すような Populationbellの中には斑

初雌村を501些計 100匹の-工を入れて宍険を始めた.

a-1)ellは Canton-S系耗の-エのみを入れ,h-bell

には C.lntOn-S系統9J,oS福岡系統 10,Oof,C-bellに

は Cant(m-S系統 30%福岡系統 20%..d-bellには

Canton-S系統50,00'福岡系統50%の割に混合した｡

飼育は 25oCに調書さされた飼育室内で行った.Popu-

lationlJellの底部にはめこんだコルク栓には4本の

硝子管が指 し込まれ, その中には約 10mlの紬,砂

鰭,寒天,イース トか らなる印判が入れられた.叉

I)ellの頂点には砿径約 2.5cmの穴が閃いておE)こゝ

からハエの麻酔LjjL入れを行うことが山来た｡hcll中

に入れられた-工は糾押上にW･即 し数円役に幼dlを生

じその御I一手肝の椛で附 ヒし約2迎r州立には次代のハ

ェが汎IIl氾11中に'朋化してくるoそ='ご3迩rLり後に

企桐†他 麻肺 して柑 UL研 しく羽化 した-エの小か

ら脚托TH些即 日''Ol些を任,Cに選んで朽び ]'cll中にl

返し同時に印判を新 しくと,)かえた｡

又新 しく羽化した-工から雌雄 5田宛計10匹を5組

選びこれらを5本の1合瓶 (飼料約 30mlを入れた)

巾に移して3日間啓卵させた｡bell 中の集団は前述

のように継代されたが 1合瓶中のものは羽化後 4-5

日目の Flのハエを袋めて T)DT の抵抗性を測定し

た｡

即ち砥径約 L'cm長さ約 12占m の硝子管の底部に

tJ3



Fig･l･ Populationl】ellandthemethodofDl)T-test･

巾 2.5cm長さ 6cm のiP紙 (DDT:0.017mg/cm

のアセ トン乳液をしみこませた後乾操したもの)を糊

ではりつけ動かないようにし測定の厄前水 0･3mlを

･しみこませる｡そしてこの巾- 40-50位のハエの成

山を入れ約栓をして24時間後に生き残った-工の数を

調べた｡この 1)DT の竣姥は強い抵抗性を示す福岡

系統では24時間後に殆ん ど死ぬことなく非抵抗性の

canton-S系統では殆んと死ぬという-Lf,陥央験の結果

から選定されたものである.

穴助の途中から湿圧が非常に致死率に田野すること

がわかったので飽和食塊水を入れたデシケータ.一中

(配蛇75%)に入れて測定したが,湿皮ばかりでなく

-工の出現的な状態によってその測守位が相当変動す

ろようであったからこれらの条件をなるべく一定にす

るように羽化後の日数をそろえるとか雌雄を大体同数

にとろとかテストする-工の数を多くするとか飼育条

n･･む一心 こするとかの諸点に注意をはら-I,た｡

JJl軌tFl3代まで続けて飼育されたが,この最後の

件 IJL･ll小の出田のもつ DDT抵抗性を検定するため

に火fj(.抜本締氏の宍験 とrTJj]じ方法を用いた,即ち

5)ノml,20)′/ml,loop/ml,503γ/mlの DDT を

夫々均一に含んだ Pearlの糾料 15ml入れた小XTLを

各班皮に 10本づつ作った｡そして各l)cll巾の集団か

.ら謝 ヒ後 3-4日の成虫を災め充分麻酔からさめた後

に雌唯5匹宛をそれらの小瓶 IIJに入れて5Hml産卵さ

せた.その後羽化する次代の成虫数を DDT'を含ま

ない Pcarlの餌料の入った小瓶から羽化した成虫数

と比較して DDT 暁箆による羽化率の践少を調べた｡

ⅠⅠⅠ.実験1の結果

a-bcllにおいては成虫の DDT非抵抗性は璃んど

不変で応代非抵抗性を示しiP紙による DDT テスト

の 1'ercentofsurviyorsは 0-ll.2% であった｡

l)及び C-bell*の瑞団におい七は F,代の抵抗性

糾

は期待に反して強くなりiP紙 こよる一DDT テストの

percentofsurvivdrsは Flo代まで約49-8O,a.'の

問を上下するような抵抗性を示した｡叉 d･hell小の

斑団においても F空代で抵抗性はかなり強くなりV:l紙

による DDT テストの Percentofsurvil･OrSは

F)o代まで約 6リー80%､の問を上下するような拭fJ'C性

を示したOこのように混合英田の抵抗性は FIO代まで

はかなり変動するようであったが,その後次矧 こ.11如
するような倣向を示した く約2図)O

次に h-1Jellにおいては Fユ0,Fll,Fl空の希代に

3回にわたり 50γ/mlの割に,d-bellにおいては

F】o代に 1回 100y/mlの割に餌に DDT を況じた

結架,それらの諜…団の抵抗性はさらに強くなるような

砧IT{となった (妨1衣)O

各 bellにおける21日間の-工の噌超率 (I(.ltL･OE

reproduction)一 ･･エを取出した時のm団の全州作数

を50で割った- は雛2表に示したが,h-bellにおけ

る DDT50γ/mlの淘汰では1代に限 りその捗IiiRが

見られたが次代からは D'DT が糾中にあってもその

増砥率は何ら影響を受けない よ うであった｡しかし

d･hellにおける DDT 100)′/mlの1回の粕汰は著

しく増結率に影押し次代では DDT の氾じない餌に

拘らずそのときの増結率は供かった (妨2表)｡.

F13代の各 hellllJの先団の DDT抵抗比は約3図

に示したようである.大垣,抜本両氏による福間系統

(F)の抵抗性に比べで,h-hell,d-bell中のJJS団は

DDTの淘汰によっては 同ゞじか或はそれ以上の抵抗

性を有したが,C･lJcll中の先団の抵抗性はそれに及ば

ないことがわかった｡即ちこの先E別こはまだ Canton

-S 系統の退広子型が残存していると推定することが

出来た (約3図)0

ⅠⅤ.実験2の方法とその材料

混合錨団の抵抗性が最初の抵抗性系統のハエの氾合
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TableI. TheresultsofDDT-resl'stancctestlyithtliescmcrgcdfrom c.lCh
oneTthirdpintJhr.

No.oftest郎es
No.ofsurvil,OrS

Percentof
SurVIVOrS

No.oftestflies
No.ofsurvivors

Percentof
SurVIVOrS

No.oftestflies
No.ofsllrVJ'vors

Percentof
SurVIYOrS

No.oftestLIies
No.ofsurvivl汀S

Percentof
St】rVIV()rS

F2I F3 JF41FS lFG IF71FN I F!)

半:Culturemediumcone.Tins1)I)T (.I)o†′/ml)

**:Culturerrlcdium COnhin.sI)7)T (100γ/ml)

Fl･車 "lFl空 IFl-

rJ'J 787L81 525°59■●ll-

2.1 10.3 ･11.2

694 ■724 869818593 - 64声

85.4* *S8.8 *94.1

ti16473 串69481 519- 46.'j

76.8 -84.5 89.2

60り 599 771
540,- 579 731

lLIl-1
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Table2. Changingnuml)ersoffliesinpopulationhclls.

F･lIF3巨 ･巨 5.IFr･lF7IFS巨 一一lFiOI Fll恒 IF13

con上(,nJs(:喜(a
lく.ltCOf

reprtIduction

hhell

c I)e】1

%

仙

仙

80

‥0

仙

?C

仙

榊

別

川

‖

Canton-S

FukuOka

ltateof
repr()duction

Canton- S

Fukuok?持 主3

Rateof
･reproductior)

canton-si書芸喜

1くnteof
reprodllCti(Jn

?_】3-91269104982.914291ー;89127917】94.591ー391.419(;7837-8171~8141812981ljl82038LG982028.3362CIu8238133
O.80 .,T).91.4.i)0 4._22 6.06 7 . 42 5 .92 7.46 I.LF,,G L5.26 7.GS 4.UO

969 95t;9146 9119 壷137 ?l50 91519175 9253 924 早:LLl8 ?lーif)91!'7

1.72.1.54 5.92 .4.78.早.'J2 5.SG 5.40 6.98 9.70 ■0.!J2 ■7.59 -7.14 7:P8

? 55 ? 60 9 52 ?~72 9100 9 11!9 154 9 102 9 141) 早.111 9 1rl7976 9 140

8 如 8 87 181 3 1 8.8 4 81498146 8 1(J3 畠 96 8167 8 12.(-) 82118fJ4 8]91

0.84 2.94 3.663.12 4.98 5.33 (冒.04 3.96 6.32 4.72 7.56 3.40 6.63

?■49 910Z･r平年ー93白 959 早.54 9197 ?1.r')6 9154 早.8 甲声6 964 9167822890890887.81198113817281148121atJ8.21.85!J81..4
* : Culturerncdiurncontai.nsDDT(50γ/ml)

≠ * : Culturemedium contalnS∫)DT (100γ/ml)

lくate ofLj!prOduction;=Totalnumberof

T17 2()盲 lOllY .I,uO首

Conc.ofDDTinPearl′smedium.

Fig.3. DDT-resistanceofthe F13
populationsin.eachofthebells(Resultsof
cmcrcgencytest).
n･'abell,7)･'bbell, C･'C bell,d-dbell
F･'Fukuokastrain(OgakiandTsukamoto'S
(hta)

!J6

fliesinp.p｡Iati｡nxユ
50

初圧が供くても F2代で急に強くなることから次の2

点が考えられたO筋 1は成虫の抵抗性に影響する正伝

子が妨I決色休ばかt)でなく他の染色体にも存在する

かもしれないこと,約2は抵抗性の系統の方が非抵抗

･性の系統よ.)生活力が強くて多数P子持を生じLlJいと

いうことであった.これらを解決するために次の災輪

を行った｡

先ず宍験方法は前述の DDT 抵抗性のtmlj定と全く

同様であるがた riP紙にしみこませる DDT の改段

を若干増して 0.020mg/cm雪としたム測定は 25oC

の飼育芸 中の湿圧 75,% のデシケーター中で行った｡

使用した系統は前述の福岡系統よt)も更に賎いDD

T抵抗性を有する珪択系統とはi･lfl問の抵抗性をLIfす

る冠島系統 (B木海の孤島)と非抵抗性のCanton-S

弄続と teste.Tとして筋甘,別 染色体上に夫々1つ

づつの突然変災遺伝子 sca(限,r咽Tl毛),ssa(触卿 を

もつ系統である｡先ずこれらの諸系統の成虫の DDT

抵抗性を測定した按次のような交配を行った｡
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Cross.

7i::･'芝 ℃ .†琵nk;:n:?-r.S憲 .nst-in

?ヱ三･i!1×Fl8(luckc,os,,pairm.lthfT)l

∫rd J‡〟1

98望 ,ill,- ;- ,- ;- ,I ,-SCI SSEI sea ssa sea.ssn
sca ss･1 + ssク sca + + +

?ヱ竺 ;一三江 ×8望 ･i ,早-至竺 ;j竺 -×8ヱ竺 ;空 ユー (Pairmating)l
SCa SSl + ssa sea ssg sca +

卜 ＼､

F3(J)98-三竺 ;-竺二 一三竺 ;空ニーF,.(Ⅱ)98一望巴;三三一,一三Ei･,一三巴
sea ss1 SCク J･

ろ氾広子は妨l染色作ばかりでなく妨Ⅱ染色体にも存

花するように考えられる｡但し F3の sca;ssaのホモ

禿当の-工の拭抗仙こかなt)変動が見られたが,この原

田として考えられることは scL7;SSa系統の托抗性の遺

伝-T･が isogcnicでなかったか,矧 土その外の原因に

よるのかも知れないd

そこで外のTEJ7関の一つとして次のような推察を行っ

てみた｡ '}7し今 Flの .1, C, C の仙 こついてみると

sca ss7 +.ss'7

上記の交配によってEl三じた Flの拭抗性を測IBした｡

又その Fl8を退交維すると4柾顎の退伝-T･割をもつ

ハエが生ずるが,その F巴のr紬､ら哩作をえらぴLtlし

て適当に交配しF3をえたOその F巧の--を辺広子

郡によって分けて夫々の抵抗性を測･jEした｡

Ⅴ.芙験2の結果

この結果を一括して茄4図に示した｡この結界から

考えられることは成虫の r)I)T 祇坑性に形等を与え

Perccntofsurvil･OT･S (T.'23oC,l'Ⅰ:7･･-),Qo') Numher･of
testflies.
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珪税,冠島,Cantdn-Sの夫々の末続の妨Ⅰ染色体と

sca退店IT･をもつ妨甘染色体上の抵抗性遣†云子のあら

わす払拭性の益が次のようにして得られる.

;I:IIL 丑sca-85.7-64.8-20.9
C.'11く-Isc0-70.5-47.7-22.8

C:∬C-Ⅰ･.ca--22.3-55.9--33.6

r'1']段に F3の b,d,f の組についてみるとき板,

冠FJ,.Canton-Sの夫々の釆銃の妨Ⅱ染色体と ssl遺

伝子をもつ妨Ⅱ染色体上の抵抗性退伝子のあらわす抵

抗性の益が次のようにして得られる｡

h:ⅡH-ヱssa-81.4-338--47.6

d.一甘K-Ⅱ∫sa--61.5-21.7-39.8

f:皿C- ⅡsJ̀̀-51.1-39.1-ユ2.0

なお sfa迅広子をもつ妨Ⅰ染色体上の拭抗性遺伝

子のあらわす抵抗性の平均[山王

(64.8+47.7+55.9)-:-3-56.1

叉 ssa故伝子をもつ如此奴色体上の抵抗性遺伝子の

あらわす拭抗性の平均脚 ま

(33.8十21.7+3U.1)-I.･-3-31.5

以上の計井から sca;ssl/系統の妨Jl,節皿艶色休

上の拭挽恨 庶子のあらわす拭抗牡 (平均帖)を加準

として牛系統の節皿,妨旺染色体上のilj坑性退居--f･が

等しくそれらの系統の托杭性に関係すると考えて投式

図を作ると節5図のようになった.
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VI.考 桑

DDTをしばしば散布された場合のイェ-'ェの野生

袋田から得られた系統は宍教室で長く飼-辞されていた

系統に比べて一般にDDT抵抗性が弓凱-ことは King

andGahan (1919) によって認められたが,同様の

ことがショウジョウ,,'千の福岡,琵取の野生堀田から

得られた釆組 こおいでも塚本,大垣 (1953)によって

報'ilされたoLかしイ工,,'ェの方では DDT に抜放

させないで数代飼育するとその31:IEBの拭抗他は次第に

_弱 くなる場合 と変化しない場合とがあった｡I)ohz-

hansky(1951)は抵抗性が弱くなる袋田には拭IJ'L池を

あらわす遺伝子等比 非抵抗性をあらわす退l'a･T･Zil).が況

っていて DDT のない環矧 こ対して非抵抗比をあら

わす遺伝子型の方がよt)抗い適応を表したものと考え

た｡

DDT抵抗性についてかなりisogenicであると考

えられたyヨウiTヨウ,.'ェの抵抗性の釆雄 (福岡釆純)

と非抵抗性の系統 (Canton/S 系統) とを況分して

heterogcnic な災団を作りDDTに抜放させない域

境で飼育し.てiJSBlの抵抗性がどのように変化するかな

見たところ (宍験1)抵抗性は Fゴ代において急に相

当強くなりそれ以後多少の変動は見られたが拭枕仙 ま

維持されるという結果を得た｡この点イエバェにさ3け

る抵抗性の蟹矢という現象は見られなかったっ

抵抗性が F2代で急に強くなった理fhとして次の2

Percent(lf
SurVIVOrS

IIik()nesir;liれ

KanmurりImaStrain

sea,･ssastrain

Canton-Sstrain

Ⅰ Ⅱ
Chromosome

Fig.S･ strengthofDDT-resist;lnぐemanifested
hygenesontwomaJt,r=ultOSOmeS.

点が考えられた｡孤1は成

虫の ､DDT 抵抗仙こ影辞

する遣伝子が筋廿染色体ば

あ､りでなく他の染色体にも

存在すると考えられるが,

これについては後で.n誠す

ち.窮2ほ抵抗性系統が非
抵抗性系統より生拓力が幼

くて多数の千才系を姓じあい

ということである.穴際に

Canton-S 弄枕は野生型

であるに拘らず産卵数が少

なく発育速蛇もや l適いこ

とが飼育のときに認められ

ている｡ Croly等 (1952)

は DDT 拙抗性をあらわ

す遊庶子型は DDT のな

い環境に対,して非抵tJLJL-性の

迅庶子型よりも適応腿が苗

いために茄試の抵抗性は安

宅に保たれると指摘してい

る｡

CrolV等 (1951.1952,
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1953)はショウジ三ウ,(ェの色々な多くの系統の況合

集団を造らDDTで淘汰して著しい拭抗比の災団を柑

たが,このような錨田近伝学的な穴助によってDD･il

抵抗性は J.C.King(1UL-73)のいうように也柁な形TE
であると考えた｡そ?後肢執 土拭杭比の系統と非抵抗

性で折I,耶Ⅱ染色体上に突然変異迅伝子をもった系

統とを交配するという逝定子分析の招来,成虫の抵抗

性には年々の大きな常染色体上に】つ或はそれ以上の

鐙牡退居手とⅩ染色体と常染色体上に1つ或はそれ以

上の-'Rt'l皿†云子合計少くとも5つ以上の遺伝子によっ

てあらわされるいわゆる po】ygenic(multigenic)な

ものであると和瞥した.著薪は強い抵抗性系統 (彦択

系統)とや し頚い抵抗他罪鰍 冠品系統)及び非抵抗性

系統 (Canton-S釆統)の夫々の斑杭性の辺庶子を分

析するために1つの testerとして sca;ssaという突

然変Fi.遺伝子を節皿,fjj相 敗色休上にもつ系統をmい

て互に交配して Fl,F3の抵抗性を測定した宍験2

の結果から抵抗性に好評する造岩子は丙染色体にあっ

て,それらの辺庶子があらわす抵抗性の強さは約5図

に77-:したように考えられた⊃Canton-S系統は野生型

であるに拘らずその筋Ⅱ染色休上の迫庶子のあらわす

祇抗性は突然変災近†云子をもつ系統よt)も弱いという

瓜で特殊な系統であると考えられる｡

大垣,塚本 (1953;1954)はショウジョウ,(ェの抵

抗性系統と非抵抗性釆続を交配し,その F】,F巴の幼

虫を DDT の入った飼料中で飼育して羽化してくる

-工を分析するという著者や CroIY等とは少し違っ

た方法で遺伝子分析を行った結架 DDT 拭抗性は虫

として節∬染色作の右腕の中央部の vg,sca辺f云-T･

の近くに位正する位性道I'a子によってあらわされる｡

そしてその他の染色体にも抵抗性に影野を与える避･老

子があるとしてもそれらは恐らくmodifierの様なも

のに退きないであろうと緒鞄している｡しかし著者の

実験では DDT 抵抗性に影坪を与える前世染色休上

の辺l'a子の存alが認められる (実験2)ので第∬染色■
体の迫庶子は虫として幼虫の抵抗性にAi-に成虫におい

ては節Ⅱ染色作の辺広子も祇抗性に好評を与えるよう

になるかもしれない.この.I.'.(についてなお充分な分析

を行いたいO

没後に heterogcnicなJJl田をT)r)T で軸汰すると

明かにその集団の抵抗性は和犬するが DDT の洗兜

はかな■り低くてもたびたび軸汰した方が掛 傾 度の

DDTで一皮淘汰するよL)もより拭杭牡を高めるよう

に思われたがこの瓜はさらに解析する災験が必要であ

ろう｡

VII.摘 要

(1) キイワシヨウジョサ,;ェにおいで DDT 拭

lD 怨-lil

抗性双紙 (福岡系統)と非拭抗性双紙 (C.ln(on･S系

統)との況合鹿田を DDT のない現鹿で飼育すると.

その抵抗性は F2代で急に強くなt)以授約10代にわた

I)かなり変動するようであったがイエバェの災田にお

いて見られたような抵抗性の喪失は起ちなか･'た｡Fe

代で急に抵抗性が上昇した理由については色々的調さ

れた｡

(2) DDT抵抗性について heterogenicな況合

袋団を DDT で淘汰した結果その集団の抵抗性は位

初に混合した抵抗性末続と同程度にまで上昇した｡即

ちか るゝ集団の抵抗性は DDT によって淘汰された

結果生ずるものといえる｡

(3) 成虫の DDT 抵抗性は第Ⅱ,第Ⅱ染色体上

の睦性辺庶子によってあらわされる polygenicな形

グてであると考えられた｡
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(1) TheDDT-resistanceofadultfliesinか.

metanogasierpopulations/whichwerecomposed

of mixturesof.a resistahtstrain (Fukuoh

strain)and anon-resistantstrain (Canton-S
strain) was unexpectedly increased in F:
gener;ttion.ThoughtheresistanceLluctlZatedin

thehtertengenerations,ihyasnotlostwithout

UtJ
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cxposurctoDDT,Thecausesoftheunexpected oftheoriginalresistantstrain.

incrcascofresistanceinF2gCneration were (3) ItisassumedthattheDDT-resistance

discussed. ofadultfliesisduetothepolygeniccharacters

(2) Whenthemixedpopulations,WhichlVere Whicharemanifestedbydominantgeneslocated

hctcrogcnicinDDT-resistance,wereselectedby onthetwomajorchromosomes.

DDT,theirresistanceincreasedashighasthat

OntheI.ethalEffectofSill-con CarbidePowderin VariollS:旺ol'SttlreContents

toAdultsoftheAztlkiBean Weevil,CaZloso!ruchuschinensisL Stlldicsonthe

Lct血alEffectofSo-calledHInerr PulvirizedDユSもtolnsectst.V.SumioN Ĝ̂ HAW^

(T.TlkeiLaboratory,InstituteforChemicalLaboratory,KyotoUniversity∴Takatsuki.

Ohsaka).ReceivedonTuly31,1954.Botyu-Kagahu19,lou-103,l拍ヰ.

17 水分含有量のことなる茨化珪素砥粒のアズキゾウムシの成虫にたし､する致死作用

について｡いわゆる不活性物質微粉の昆虫にたいする致死作用にかんする研究

第5幸浸.長沢純夫 (京都大学 化学研究折 武居研究g)29.7.31.義理

水分含有丑のことなる炭化珪崇古式粒の,アズキゾウムシにたいする致死 の機構拝

Wiggleswortll.TiTTLtのとなえる衣角皮の僻過傷説にくあえて'-gE微粉道子の有する守

水作用力にも基BIするものと,本実験結果より推測される｡

.Ⅰ.緒 官

現瓜 不活性物質徴粉の皿出にたいする致死作川,

すなわち Zachと r-Wirkung の械矧 ま.Wiggles-

1VOrth(4)一派のとなえる袈杓斑の損退lLS説 abrasion

theory が,もっとも冥当な学説として-股に受け入

れられているが,広範な実験をおこなっていると,し

ばしばこれだけでは説明できない部分に遭遇すること

が多い｡今回ここに述べる都宍もその1例で,水分合

祁止をかえた択化珪素の砥粒の,アズキゾウムシの成

山にたいする政経作m逆圧を究明した1失政の和光で

ある.本文にはいるに先だち,数値の計許に御助力い

ただいた柴凹抄u子妹に謝意を表する次筋であるo

ⅠⅠ.実 験 材 料

(1) 出化珪無碍社 印2報伽でしろした試料のう

ち.もっともこ まかい iL3000の砥粒をえちび,これ

に和々の柁蛇の水分を吸芯せしめた｡その方法は,試

料を20g づつ小さな杭酸紙の矧 こいれ,いくつかの

塩現の過飽和解放をもって調節した温室に,2ケ月間

おいた｡水分の合-Ljl比は,よ拭分析において背速にお

こなわれる方法, すなわち,押立出に 5gの試料を

とt),105-1LOcC の電気乾燥器に.,5時間いれて水分

を放迩した後,冷却押立, その滅丑を 100gの試料

に挽3T.する方法によって決定した｡

(2) アズキゾウムシ 妨 1報(?)記戟のそれとおな

じである｡

ⅠⅠⅠ.実験式置と方法

孤2拙記効のそれとおなじで,温腔 30oC,関係湿

lCO

既 73%/の環境条件をえらんだo

IV.実 験 結 果

矢数の結n三を才i･'Tu;すると,筋 1表のごとく7:tある.

なおこれは,1リiSliF･12月から,194914･1月にいたる欄

間においておこなった宍験の結果である.

Ⅴ.常 窺

筋1表の結ガ主を塾監すると,筋2表にしめすような

数胎をえる｡この水分合和辻と中央致死時間との関係

を図示したのが妨1図で.何者はほほ直線にちかいO

このようにおなじ微粉末でありながら,水分含む止が

占通ると,それによってひきおこされるアズキ･/ウムy
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Moisturecoritent.H(,C3)

Fig.1. 1くclationhehv･eentimeT(day)
andmoistureCOntentSOf碁30OOsiliconcarblde

powderH(,0/O')atthe59percentmortality

oftheazukiI)Can weevil, Catlosob,uchus
chillelJSisL.Solidlinewithcirclesisfor
femaleandsolidlinewithcirclesformale.


